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１．課題：男性性ジェンダー論による青年の体験の考察−言葉のない問題を

照らし出すこと

ジェンダー社会における女性の被抑圧的地位に由来する被害は、女性学・

フェミニズムの視点から社会的に認知されているが、被害とまではいわない

にしても広く男性に関わる諸困難についての認識が同じ程度になされてい

るとはいえないし、そうした立論の必要性についてでさえ懐疑的な論者もい

る。男性が何らかのジェンダー関連の被害、不利益もしくは臨床的ニーズを

訴えると、当人の意識や行動の特性に帰責されてしまい、社会的な問題の相

において認識をすることが困難になる。問題の隠蔽・否認、自己責任化であ

り、強いられたセルフネグレクトともいえる。まとめると、何らかの困難や

生きづらさを訴えられないことが、男性性ジェンダーの中心にある。そこで、

男性問題の特性取り出し、ジェンダー社会における対人援助や臨床実践の裾

野を広げる必要がある様相を指摘したい。そのために現在 50 歳代となった

ある男性の経験の人生物語の分析を行っている一連の研究である。今回は、

男性性ジェンダー役割に適応できず、男であることを拒否していた時代を乗

り越えて、男性としてのジェンダー自己同一性を達成するまでの過程と名付

けの作業を行う。

2．方法と分析：男性性研究によるエピソード分析

ある男性の40歳代から50歳代の人生経験の意味を考察する。「その７」

での分析と考察はカウンセラーや社会運動家たちとの関わりの視点から、

1990年代から2000年代であったのでそれに続く時期である。

それまでの男性運動は脱鎧論が中心であり、男性性によりジェンダー化さ

れた男性たちにまといつく「男らしさ」の鎧を脱がせるという作業であった。

しかし、逆に男性性ジェンダーに幼少期から反発し、同一化することができ

なかった男性は、男性性を過度に押さえつけ、男という性自認を持つことも

困難を抱えていた。そこから脱出し、男性性を自分のものとするまでも様子

について、以下、いくつかの詳細な出来事を中括りにし、５つに言語化した

エピソードを取り出した。

（１）男性性の覚醒（失われたギャングエイジ、チャムシップ、ピアグルー

プを体験する）40歳から９年間、専門学校で非常勤講師として勤務する。そ

こは大学とは異なり、学生と教師との距離が短く、細かいケアが要求される。

そこで学生たちとスキンシップ的な関係で過ごしたことで、長い間、忘れて

いた男性性が目覚める。

（２）おっさんずフレンドシップ（マッチョな男性たちとの付き合い）

①当時 30 歳、A さん。マッチョを自認するインテリ青年。ジェンダーにも

関心あり。彼と親しくなったことで、マッチョ男性の思考パターンを初めて

知り、眼から鱗の落ちる体験をする。

②当時 20 代、B さん。おしゃれで、優しさとワイルドさを併せ持つ細マッ

チョ。Bさんと川遊びなどをすることで、男同士の野性的な付き合いを初体

験する。

③当時 30 代、C さん。元スポーツクラブのインストラクターで筋肉マッチ

ョ。週に一度以上会うような親密な付き合いとなり、キャッチボール、スケ

ート、海水浴など、若い男性同士のような付き合いをする。

④当時 50 代、D さん。社会的マッチョ。時々、会って話を聞いてもらい、

これまでの人生の意味づけについて分析してもらう。

（３）労働をめぐる社会の変化（社会的拘束からの自由）社会が非正規化し

ていき、非正規雇用が受容され始めたため、非常勤講師でいることが以前ほ

どの引目ではなくなった。むしろ自分らしい生き方が追求できることの確認。

（４）アカデミックな世界での承認 著書を出したことで、ある程度は能力

が認められることとなる。それが自信につながる。

（５）ジェンダーの捉え方の違いを知る

①社会運動家の男性との出会いと別れ。その破天荒な生き方に学ぶものはあ

るものの、男性ジェンダーの捉え方が自分とは違うため、理解し合えないこ

とを認識する。しかし、多くの争いを経験したことで自己主張ができるよう

になる。

②精神分析のカウンセラーとの出会いと別れ。当時 35 歳の女性。ジェンダ

ーの悩みを打ち明けるが、彼女は困惑しきった様子で、「わからない」とい

う言葉を連発する。ジェンダーブラインドの状態で生きてきた人であること

を実感する。

3．考察

失われた少年時代を 50 歳ぐらいになって獲得するという経験を果たす。

長い苦難の道のりが続いたものの、中年を過ぎてここに辿り着けたのは、奇

跡的ともいえる人生の展開であったようにも思われる。ただし、先に考察し

たとおり、まだ男性ジェンダーの問題を一枚岩のこととしてしか捉えていな

いカウンセラーや全くジェンダーブラインドなカウンセラーも存在し、それ

が当事者に二次被害を与えることにもなる。男性の中には「男らしさ」への

囚われで他者を権力で押さえ付ける者もいる一方で、「男らしさ」を内面化

できずに悩む者も存在する。その部分を少なくともカウンセラーなどの援助

職の人々に理解させることが、これからの男性運動の課題となると思われる。
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